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　令和 8 年 8 月 20 日発行

○と　き　　令和 8 年 7 月 20 日(月)9:30～11:30 
○ところ　　灘分コミュニティセンター　新館

に紙やすりをかけ、インパクトドライバーで穴を開け、表面にイ

ラストを描いたり、モールやスパンコールを貼り付けて飾りま

した。親子で協力して思い思いの「竹灯ろう」ができあがりま

した。部屋を暗くして、出来た灯ろうに LED ランプを入れて

記念写真をパシャリ。 

完成した竹灯ろうは、「なだぶん夏まつり」の会場で披露し、

来場者の目を楽しませていました。

○と　き　　令和 8 年 7 月 25 日(土)18:20～21:30　　○ところ　　灘分小学校　校庭

　「なだぶん夏まつり」が灘分夏まつり実行委員会(曽田敏浩委員長）により、盛大に開催されました。 

　昨年は雨天のため中止となりましたが、今年は厳しい暑さの中、多くの皆さんにご来場いただき、にぎ

やかな夏まつりとなりました。ステージでは、コミュニティセンター利用団体によるフラダンス、銭太鼓、民

謡、ダンスなど、それぞれ日頃の練習の成果が披露されました。また、光幼保園の園児たちによる元気い

っぱいのかわいらしい発表には、会場中が笑顔に包まれました。 

今年の夏まつりでは、「灘分音頭復活事業」として、灘分音頭を皆さんにお披露目しました。昭和 55 年

に誕生した灘分音頭は、長い年月の中で踊られる機会が少なくなっていました。しかし、「もう一度、灘分

音頭を復活させてほしい」という地域の皆さんの声をきっかけに、今年 4 月から復活に向けた取り組みが

始まりました。 

当日は、その思いを会場の皆さんにお伝えしながら、歌と踊りを披露しました。地域の歴史や文化は、誰

か一人が守るものではなく、地域みんなで受け継いでいくものです。来年はさらに多くの皆さんと輪にな

り、地域みんなで心を重ねながら灘分音頭を踊れる夏まつりになればと願っています。 

そしてフィナーレは、夜空を彩る花火と恒例の抽選会。今年も無事に花火を打ち上げることができまし

た。自治協会への加入者が減少するなど、地域を取り巻く環境は少しずつ変化しています。しかし、一人

でできることには限りがあっても、みんなが力を合わせれば、夜空いっぱいに咲く花火のように、大きな

喜びや感動を生み出すことができます。

～地域の思いがつながった一日～

この夏まつりも、多くの地域の皆さ

ん、関係団体、ボランティアの皆さんの

支えがあって開催することができまし

た。ご協力いただいたすべての皆さま

に心より感謝申し上げます。これから

も、人と人とのつながりを大切にしな

がら、笑顔あふれる灘分の地域づくり

を進めていきたいと思います。

《なだぶん夏まつり特別寄付》（敬称略） 

　（株）寿建設工業・ツチエヒューム（株）・みずほの家・（有）ズーム 

　平田灘分簡易郵便局・西尾晶吉・常松茂美・長岡大助・黒崎昭夫他

文化教養部(山根盛宏部長)による「なだぶん竹あかり」が開催されました。切り口を斜めに切った竹

ありがとう 

ございました

８月・９月の行事予定 

8 月 23 日(日)　灘分地区防災訓練　　8:00～ 

8 月 26 日(水)　「大地の恵みジオパーク」9:00 灘分コミュニティセンター出発 

8 月 30 日(日)　灘分地区戦没者慰霊祭　　於 灘分コミュニティセンター新館　10:00～ 

9 月 13 日(日)　灘分地区敬老会　於 灘分コミュニティセンター新館　10:30～ 

9 月 21 日(月)～9 月 30 日(水)　秋の全国交通安全運動 

9 月 25 日(金)　灘分地区交通安全テント村開設　於灘分ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前・元 JA しまね灘分支店前 

9 月 27 日(日)　「なだぶん地区民運動会」　於 灘分小学校校庭　灘分地区体育協会主催

「何もなくても、ふと行きたくなる場所」「安心して話せて、安心して居られる場所」を目指して、「喫茶

はでば」の実験をスタートしました。 

第 1回は 7月 8 日（水）、平田高校の探究班の皆さんと一緒に、「コミセンにカフェのような居場所は必

要なのか？」をテーマに実験を行いました。当日は約 50 人が参加し、コーヒーやお茶を飲みながら、ゲ

ームやおしゃべりを楽しみました。久しぶりに顔を合わせた人同士が話に花を咲かせたり、高校生や小学

生も加わって、まるで一家団らんのような温かな時間が広がりました。高校生は、灘分の「はでば」のこと

や学校生活について参加者と語り合い、世代を超えた交流が自然と生まれました。「こんなふうに気軽

に集まって話せる場所があるといいね」という声も聞かれました。 

第 2回は 7月 18日（土）に開催し、約 40人が参加しました。この日も思い思いに会話を楽しみ、最後は

参加者みんなで「灘分音頭」を歌って締めくくりました。懐かしい歌声に笑顔が広がり、地域ならではの

温かいつながりを感じる時間となりました。 

参加者からは、「次は何かイベントのような内容があっても面白そう」という声もいただきました。今後

はそんなアイデアも取り入れながら、さまざまな実験を重ねていきたいと考えています。喫茶はでばは、

まだまだ実験中です。皆さんと一緒に試行錯誤を重ねながら、灘分らしい、誰もが気軽に立ち寄れる居

場所を育てていきたいと思います。ぜひお気軽に遊びに来てください。 

【次回のお知らせ】 

〇日時：令和 8 年 9 月 2 日（水）14:00～16:00 

〇場所：コミュニティセンター 新館 

〇内容：カラオケを置いてみます！ 

～歌う人も、聴く人も、おしゃべりだけの人も大歓迎です。 

どうぞお気軽にお立ち寄りください！～ 

　　追記　第 1 回「はでバー」実験日決定！ 

令和 8 年 8 月 28 日（金）午後 7 時～　調理実習室

防災研修会のご案内 

日時　令和 8 年 8 月 23 日(日) 

9 時から 

　場所　灘分コミュニティセンター　新館 

　講師　出雲市役所　防災安全課　 
井筒副主任 

 
　　令和 8 年度灘分地区防災訓練に合わせて 

防災研修会を開催いたします。 
申込不要ですので、防災について知りたい 
方は、是非ご参加ください。

灘分地区地域安全推進員連絡会が 

　出雲地区防犯協会から表彰されました


